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1. ILL Manager の背景

ISO ILL プロトコルの制定が背景。これによりpeer to peer にILL情報のやりとりが可能になった。これを利用することで

· RLIN ILL, OCLC ILLなどに依存する必要がなくなる。

· 依頼先によってILLシステムを切り替える必要がなく、ひとつの操作手順を覚えるだけでILL業務が可能。

　というメリットが期待できるようになった。

2. ILL Manager の特徴

(1) 標準規格に準拠

ISO ILLプロトコルおよび IPIG(ILL Protocol Implementors Group) Profile,                  Z39.50, NISO Circulation Interchange Protocol（予定）

(2) RLIN ILL, OCLC ILL, DOCLINE, British Libraryなど既存のILLシステムとの相互運用が可能

(3) 電子メールの自動発信。（文面はカスタマイズ可能）

(4) ILLログ(transaction)はローカルで管理でき、追跡や検索が自由

(5) 先進的な受付(館)サポートと、リクエストのルーティングの自動化

(6) オンラインかつオンデマンドのレポートや統計類

(7) 課金の追跡と請求書作成

(8) ALA, IFLA, 電子メールなどの規格外の手順にも対応

(9) セキュリティ管理

(10)Arielとの完全な統合

3. ILL Manager の実例

　（http://www.rlg.org/illman/demointro.html から）

4. 日本でILLMANAGERを使う時の問題点

ILL MANAGERの 多言語化(日本語化)の方法についての考察

